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ド
イ
ツ
封
建
制
末
期
に
於
げ
る
保
険
機
構
の
嬰
容

ー

l
A
Y
デ

V
J
4
Y
ク

の

保

険

改

革

に

つ

い

て

|

|

佐

波

tと，

E王

平

一
般
に
、
奮
い
祉
官
経
開
制
度
が
新
し
い
有
力
な
思
想
白
批
判
白
ま
へ
に
立
っ
と
き
、
そ
れ
は
容
易
に
崩
れ
る
加
は
見
え
て
仲
々
頑
強
で
あ

ι

る
ロ
併
し
、

大
き
な
訟
に
押
さ
れ
押
さ
恥
で
去
第
に
麗
容
さ
れ
る
。
と
の
麹
容
の
程
度
と
還
さ
と
は
保
守
的
残
存
勢
力
円
強
苫
と
進
歩
的
新
興
勢
力
円
強
さ
と
の
バ
ラ

シ
ス
出
、
こ
れ
を
決
定
す
る
。
だ
が
、
客
観
的
事
態
白
か
キ
ろ
な
設
展
が
閏
て
〈
る
ま
で
に
は
、
異
"
。
立
場
に
立
つ
思
想
白
宇
H
V

が
甑
L
〈
闘
は
2
れ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

1
lこ
の
プ
ロ
セ
ス
は
本
稿
の
主
題
に
於
て
も
少
し
も
異
る
左
乙
ろ
は
な
い
ゆ

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ

V

ス
に
起
っ
た
資
本
主
義
経
済
の
護
展
か
ら

F
イ
?
を
著
し
ぐ
立
ち
後
ら
し
た
主
因
は
、
周
知
の
や
う
に
ド
イ

ツ
全
土
を
極
度
の
疲
弊
に
訟
と
し
込
ん
だ
一
六
一
入
四
八
年
の
識
は
ゆ
る
三
十
年
戦
争
で
あ
ヲ
た
。

E
白
戦
争
の
た
め
に
、
ド
イ

ツ
は
ヨ

1
ロ
ツ
バ
の
愛
展
の
大
道
か
ら
謹
〈
切
離
さ
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
草
深
い
閏
舎
に
柑
開
化
し
て
し
ま
っ
た
ロ
長
年
の
職
閣
叫
に
よ
る

農
村
地
方
自
袈
だ
し
い
破
壊
が
農
民
を
窮
乏
せ

L
め
会
〈
隷
農
化
せ

L
め
て
、
本
来
土
地
の
上
に
立
つ
領
主
・
王
侯
の
封
建
的
勢
力

を
そ
の
後
永
く
持
続
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
併
し
、
プ
ラ
ン
デ
ン
プ
tv

ク
港
事
佼
・
フ
リ

1
F
'
ツ
ヒ
一
世
等
々
の
英
偉
な
君
主
が

相
突
い
で
出
る
と
、
封
建
王
制
で
は
あ
り
乍
ら
中
世
的
た
色
彩
は
究
第
に
う
ず
〈
友
っ
て
来
た
。
こ
れ
は
、
例
へ
ば
十
八
世
記
プ
ロ

シ
ヤ
図
王
の
中
世
的
職
人
組
合
に
封
す
る
偉
統
的
な
禁
鹿
政
策
0
・
も
た
ら
し
た
結
巣
に
於
て
見
受
け
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
と
れ
を

ド
イ
ツ
封
建
制
末
期
に
於
け
る
保
険
掛
構
の
費
容

第
五
十
巻
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r
r，
ヴ
封
建
制
末
期
目
於
耽
る
保
臨
機
構
白
艶
容

本
稿
で
問
題
と
す
る
火
災
保
険
制
度
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
プ
ラ
ジ
デ
y
プ
ル
ク
選
出
帯
侯
と
そ
の
後
継
者
フ
リ

l
V
H
P
ヒ
一
世
に
於

第
五
十
巻

策

披

バL
Q 

之、
O 

け
る
中
世
的
火
災
ギ
ル
ド
か
ら
一
般
火
災
金
庫

3
2
3
H
F
R
F
E旦
樹
立
一
へ
の
一
聯
の
努
力
が
さ
う
で
あ
る
。
併
じ
、
こ
れ
ち
の

努
h
ま
た
は
計
聾
は
容
易
民
は
成
功
に
導
か
ιな
か
っ
た
。
人
民
に
於
け
る
危
倶
即
ち
そ
れ
が
宝
庫
致
宮
の
手
段
で
あ
り
課
枕
の
別
形

式
で
あ
る
と
の
疑
惑
や
反
勤
の
た
め
に
、
王
侯
側
の
「
荒
慶
し
売
る
商
業
と
交
易
と
を
建
直

ι特
に
こ
の
園
陀
信
用
を
も
た
ら
す
制

度
」
と
い
ふ
宜
停
に
も
拘
ら
宇
、
そ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
成
立
す
る
に
室
ら
た
か
っ
た
。
だ
が
、
己
の
失
敗
の
由
囚
は
、
ま
治
、
そ
れ

が
プ
ロ
シ
ヤ
全
領
主
に
謝
し
て
劃
一
的
機
構
を
と
ら
う
と

L
た
と
と
忙
も
存
し
て
ゐ
た
ゃ
う
で
あ
る
。
事
賞
、
ア
リ
ー
ド
リ
ツ
ヒ
{

世
が
↓
七

C
六
年
に
公
表
し
た
る
と
と
る
の
一
般
火
災
金
庫
制
度
主
、
-
七
一
一
年
比
五
り
止
む
註
〈
不
承
不
承
股
止
に
決
じ
た
る

後
僅
か
数
年
を
経
過
す
右
と
、
草
に
そ
の
読
用
領
域
を
己
れ
ま
で
の
如
き
益
領
土
の
代
り
に
各
都
市
・
各
州
・
各
地
方
に
限
り
そ
れ

ぞ
れ
小
規
模
の
公
管
火
災
保
険
組
合
を
設
置
す
る
こ
官
官
L
じ
た
と
と
に
よ
っ

τ、
非
常
友
成
功
を
牧
め
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
卸
ち

一
七
一
八
年
十
二
月
二
十
九
日
に
設
立
さ
れ
た
る
ベ
ル
リ
リ
J

公
棒
火
災
保
険
組
合
を
初
め
と
し
て
、
ポ
ン
メ
ル
ン
州
諸
都
市
・
ス
テ

ツ
チ
Y

市
・
ヶ
l
-
一
ヒ
ス
ペ
ル
ク
市
等
々
全
領
土
の
各
都
市
各
地
方
忙
引
綾
い
て
一
七
九
四
年
ま
で
の
聞
に
同
じ
干
う
た
組
合
が
非

常
に
多
数
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

成
る
程
、
己
の
組
合
は
中
世
的
火
災
ギ
ル
ド
か
ら
著
し
〈
異
っ
た
形
式
を
具
〈
て
ゐ
だ
。
併
し
、
モ
の
代
り
に
今
皮
は
封
建
君
主

の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
L
宍
商
品
部
善
前
施
設
と
の
吹
聴
に
も
拘
ら
や

J

、
そ
の
一
機
構
は
著
し
く
王
庫
E

義
主
表
現
し
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
先
づ
一
般
に
人
民
の
組
合
へ
の
加
入
を
強
制
し
て
ゐ
た
。
家
屋
所
有
者
は
何
人
も
こ
の
制
度
か
ら
売

れ
る
E
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
根
災
に
よ
る
人
民
の
租
税
滞
納
ま
た
は
不
納
を
未
然
に
防
止

L
ゃ
う
と
の
意
闘
に
出
た
か
ら
で
あ
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る
。
た
ピ
己
目
強
制
加
入
の
例
外
を
た
す
も
の
は
、
営
時
侮
り
難
い
勢
力
を
有
し
て
岡
王
も
一
日
を
置
い
て
ゐ
た
若
干
の
地
方
豪
族

で
あ
っ
た
抑
、
と
の
例
外
も
彼
等
が
租
積
売
除
の
特
植
を
有
し
て
ゐ
た
か
ら
に
外
在
ら
な
い
o

ま
た
、
己
れ
ら
の
会
笹
火
災
保
険
組

合
は
憾
災
後
白
人
民
が
他
地
方
へ
移
住
す
る
の
を
引
と
め
る
べ
〈
1

勿
論
、

賞
時
悪
流
行
の
火
災
乞
食
を
防
止
す
る
た
め
に
も

1

1
根
災
家
屋
の
再
築
義
務
を
も
課
し
て
ゐ
た
。

管
理
事
務
は
多
〈
の
揚
合
王
闘
の
戦
事
並
ぴ
に
御
料
局
(
同

2mzz

更
に
、

が
嘗
っ
て
居
り
、
保
険
金
額
は
被
保
険
者
自
身
の
定
め
る
揚
合
も
あ
る
が
、

と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
保
険
償
額
以
下
に
保
険
金
額
を
定
め
る
己
と
き
へ
許
き
れ
な
か
っ
た
。

営
局
の
評
慣
が
決
定
的
な
も
D

目
。
自
μ司
mn-EMMM旨

2)

事
態
が
と
口
ゃ
う
で
あ
っ
て
そ
れ
で
大
し
た
問
題
も
な
〈
可
成
り
の
年
月
が
経
過
し
た
。
だ
が
、
何
時
ま
で
も
さ
う
で
は
な
か
っ

た
。
今
千
大
き
を
新
し
い
力
が
と
れ
を
根
根
か
ら
揺
が
さ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
先
づ
、

一
七
八
九
年
の
フ
ラ
V

ス
大
革
命
に
於
て

フ
ラ
ン
ス
市
民
の
結
封
君
主
へ
の
反
抗
と
そ
の
素
晴
ら
し
い
成
果
た
る
特
槙
階
級
の
廃
止
・
農
民
賦
役
の
発
許
・
第
三
階
級
の
政
治

開
奥
等
々
を
目
の
あ
た
り
に
見
た
ド
イ
ツ
人
た
ち
は
、
同
分
ら
の
こ
れ
迄
の
思
想
に
動
揺
を
来
た
し
つ

L
、

ブ
ラ
V

ス
D
空
に
輝

〈
新

υい
光
明
に
讃
歎
目
撃
を
法
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
賞
際
、
彼
等
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
執
政
官
の
ち
の
皇
帝
た
る
ナ
ポ
レ
オ

ン
・
ポ
ア
バ
ル
ト
の
寧
に
よ
っ
て
一
八

O
六
年
十
月
大
敗
を
喫
し
途
に
ベ
ル
リ
ン
城
ま
で
陥
落
せ
し
め
ら
れ
た
る
と
昔
に
も
、

で
は
ブ
ラ
V

ス
へ
の
復
儲
に
ヴ
ぶ
さ
に
心
臓
を
砕
昔
つ
L
、
他
方
で
は
思
想
的
に
フ
ラ
ン
ヌ
の
自
前
を
仰
慕
し
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
熱
狂

的

ι崇
拝
し
さ
へ
し
た
。
し
か
も
、
己
の
崇
持
者
の
多
く
は
特
に
最
高
知
識
階
級
に
見
曲
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
と
ろ
で
、
営
時
自
由
主
義
思
想
に
燃
え
て
ゐ
た
園
は

F
イ
?
と
地
つ
E
き
の
フ
ラ
ン
ス
ば
か
り
で
は
左
か
っ
た
。
海
を
距

τ自
主

E

2

ド
イ
ツ
封
建
制
末
期
に
於
げ
る
保
険
欄
構
白
艶
容

静
五
十
巻

"、

筒

抜

~、

方
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第
五
十
巻

告存

続

ド
イ
ク
封
建
制
末
期
に
於
け
る
保
険
機
構
目
麗
容

近
く
イ
ギ
リ
ス
が
あ
っ
た
。
モ
こ
で
は
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
ほ
ど
の
大
革
命
乙
モ
起
ら
な
か
っ
た
が
、
製
間
的
幽
閥
系
に
於
て
は
寧
る

A 

Fに

フ
ラ
ン
ス
よ
り
平
く
且
つ
よ
り
完
全
在
自
由
思
想
が
柴
え
て
ゐ
た
。

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
彼
の
組
過
者
た
ち
が
そ
の
中
心
で
あ
っ

た
。
己
の
新
し
い
波
も
蛍
然
ド
イ
ツ
に
流
れ
込
ま
宇
に
は
ゐ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
で
も
特
に

F
ツ
チ

V
F
Y
大
串
を
淑
床

と
し
て
自
尚
主
義
が
鼓
吹
唱
導
さ
れ
た
ゃ
う
で
あ
る
。
い
士
、
十
八
肘
粗
か
ら
十
九
世
紀
へ
か
け
て
の
同
大
翠
闘
係
の
皐
者
思
想
家

を
皐
げ
て
見
る
に
、
先
づ
、
同
大
串
一
初
代
の
総
長
た
る
ミ
品
ン
ヒ
ハ
守
ゼ
ン

(
D
E
R
V
司
自
冨
田
宮
v
r
z
自
国
)
は
特
に
政
治
科
由
宇
歴
史

出
申
の
奨
闘
に
カ
を
東
し
自
由
主
義
思
想
の
隆
興
に
大
に
興
っ
て
居
り
、
同
大
曲
半
数
授
ザ
ル
ト

F
ユ
ウ
ス
(
白
宮
内
問
問
尚
昆
2
5
)
は
ス
ミ
ス

製
設
を
基
本
と
し
た
る
著
書
に
講
義
に
そ
の
令
名
E
馳
せ
、
ま
た
、
後
に
ケ
1
-一
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
島
T

教
授
で
営
時
の
最
も
熱
烈
た
る

ス
ミ
ス
信
奉
者
と
し
て
著
書
よ
り
も
ス
ミ
ス
岨
遁
の
講
義
を
通
し
て
大
な
る
影
響
を
輿
へ
た
と
い
は
れ
る
ク
ラ
ウ
ス
百
・
『
岡
町
民
主

も
、
国
ワ
ツ
チ
ン
ヂ
ン
大
事
に
皐
ぴ
己
、
で
自
由
の
新
し
い
ヨ
空
気
に
若
く
し
て
接
し
た
撃
者
?
あ
る
。
た
ほ
、
同
大
撃
機
関
雑
誌
ヂ
ツ

チ

y
p
v
皐
報
は
早
く
よ
り
ス
ミ
ス
製
設
の
祖
述
の
た
め
に
多
く
の
頁
が
提
供
せ
ら
れ
て
ゐ
た
程
で
あ
っ
て
、
か
く
し
て
、
同
大
串

の
自
由
主
義
思
想
は
単
に
営
時
の
塵
界
だ
け
で
た
く
貫
践
的
政
治
的
方
面
に
も
多
大
の
影
響
を
奥
へ
た
も
の
で
あ
お
。
と
と
ろ
で
、

己
主
で
特
に
ヂ
ツ
チ
ン
ゲ
ン
大
撃
に
つ
い
て
と
の
や
う
に
説
く
の
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
臨
時
踊
下
に
あ
っ
て
十
九
世
紀
初
頭
の
プ
ロ
シ
ヤ

に
農
奴
解
放
等
の
劃
紀
的
た
自
由
主
義
的
政
治
革
命
を
相
突
い
で
断
行
し
た
シ
ユ
タ
イ
ン
(
同
E
F
E
Z岡崎

g
ロ

E
E」
と
ハ
ル
デ
y

ベ
ル
ク
(
関
E
〉ロ

m
E同
国
民

L
E
Eさ
と
が
、
同
じ
く
グ
ッ
チ
ン
ザ
V
大
島
T

に
聞
宇
ん
だ
政
治
家
で
あ
り
、
後
者
が
特
に
本
稿
に
於
け
る

中
心
人
物
た
る
が
故
で
あ
る
。
尤
も
、
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
が
同
犬
撃
に
墜
ん
だ
の
は
ス
ミ
ス
宮
岡
論
D
刊
行
に
先
立
つ
数
年
で
は
あ

る
が
、
首
時
の
同
大
串
は
、
上
惑
の
如
く
ミ
ユ
ン
ヒ
ハ
ウ
ゼ
V
納
長
の
撃
間
的
指
導
に
よ
っ
て
|
|
特
に
多
数
の
イ
ギ
リ
ス
青
年
間
宇

加問哲二著、潤謡紐済思想具、 85-96頁。



生
も
入
串
し
亡
居
砂

l
l諸
大
島
十
の
う
ち
で
も
夙
に
自
由
主
義
精
一
紳
が
盛
ん
で
あ
っ
党
己
と
か
ら
、
伎
が
，
在
聞
増
中
及
び
卒
業
後
同
大

撃
か
ち
と
の
盛
ん
な
新
思
想
を
摂
取
し
た
で
あ
ら
う
と
と
は
十
分
想
到
さ
れ
得
る
o

た
ほ
、
後
議
す
る
と
と
ろ
の
、
ハ
ル
ヂ
ン
ベ
ル

ク
首
相
の
指
令
に
よ
っ
て

F
イ
?
の
公
営
火
災
保
険
組
合
改
革
K
身
を
も
っ
て
常
た
り
多
年
に
亙
っ
て
涙
ぐ
ま
し
い
苦
辛
を
な
め
た

顧
問
官
ク

1
ラ
ア
(
同
書
-04
も
そ
の
自
由
思
想
を
就
中
上
記
の
タ
ラ
ウ
ス
か
ら
強
く
受
け
た
政
治
家
?
あ
か
。

併
し
、
こ
の
や
う
な
新
思
想
の
先
遣
に
も
拘
ら
千
、
嘗
時
の
ド
イ
ツ
の
経
済
般
態
は
著
し
く
封
建
的
に
と
ど
ま
っ
て
ゐ
た
。
租
税

モ
白
他
の
形
式
に
よ
っ

τ
封
建
君
主
の
宮
廷
に
蒐
積
さ
れ
た
る

E
額
の
資
金
は
閥
替
に
よ
っ
て
ま
た
は
岡
家
補
助
の
名
の
下
K
資
本

家
に
よ
っ
て
生
産
に
用
日
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
た
ほ
マ
昌
ユ
ブ
ア
タ
テ
ユ

l
ル
の
域
を
股
す
る
と
と
は
問
来
な
か
っ
た
。
従
っ
て
為

体
蒙
的
政
治
家
の
新
思
想
の
方
が
現
貫
工
り
数
十
年
も
先
曹
を
走
っ
て
ゐ
た
。
例
へ
ぽ
、
上
記
の
一
八

O
七
年
、
-
八
一

O
年
の
農

奴
解
放
令
白
如
き
が
そ
の
最
も
著
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
己
L
で
主
題
と
し
て
取
扱
は
う
ん
す
る
火
災
保
険
改
草
案
も
亦
そ
の
例
に

洩
れ
る
も
白
で
た
か
っ
た
。
併
し

一
般
的
に
さ
一
つ
は
一
白
ひ
得
る
と
し
て
も
、
資
本
主
義
絞
済
様
式
が
全
〈
彼
等
の
ま
へ
に
展
開
さ

れ
て
ゐ
な
か
っ
た

b
け
で
は
た
い
。
そ
し
て
、
己
れ
は
生
産
様
式
よ
り
も
商
業
特
に
保
険
解
替
の
様
式
に
於
て
主
張
す
る
と
と
が
出

来
る
や
う
で
あ
る
。

上
述
し
た
や
う
に
、
ド
イ
ツ
封
建
王
制
下
の
火
災
保
険
は
首
然
に
官
房
的
王
庫
主
義
の
軒
皆
比
成
っ
て
人
民
納
税
力
の
維
持
ま
た

は
増
進
主
主
要
目
的
と
じ
て
ゐ
た
。
と
こ
ら
な
、
首
時
の
ド
イ
ツ
に
於
て
は
農
工
商
業
は
一
般
に
未
だ
極
め
て
幼
稚
友
段
階
に
あ
り

入
々
の
経
済
生
活
は
甚
だ
単
純
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
動
産
は
不
動
産
に
比
べ
て
一
般
人
の
生
活
に
於
て
遥
か
に
小
さ
た
意
味
し
か

V

イ
ツ
封
建
制
車
期
に
於
け
る
保
険
機
構
白
艶
容

傍

観

第
五
十
巻

^ = 

"、

Schmidt， s. 92 2) 



ド
イ
ツ
封
建
制
末
期
に
於
け
る
保
険
機
構
白
費
容

静
五
十
巻

第

挽

F、
四

j¥ 

四

も
っ
て
ゐ
な
か
っ
た
ロ
己
れ
が
、
先
づ
、
王
侯
の
強
制
保
険
の
封
象
を
し
て
差
営
っ
て
不
動
産
に
限
ら
じ
め
動
産
の
領
域
に
ま
で
棋

大
せ
し
め
た
か
っ
た
哩
で
あ
可
制
。
だ
が
、
己
の
理
由
民
よ
っ
て
の
み
、
動
産
が
公
皆
保
険
に
探
入
れ
ら
れ
た
か
っ
た
の
で
は
左
い
。

動
産
保
険
の
要
求
す
る
技
術
的
困
難
民
首
時
の
殊
に
政
府
営
局
者
の
保
険
に
闘
す
る
粧
験
が
一
般
に
打
克
も
得
在
か
っ
た
の
で
も
あ

るJ
P

併
し
、
他
方
に
於
て
、
私
的
保
険
舎
祉
の
場
合
は
事
情
が
可
成
り
ち
が
っ
て
ゐ
た
。

さ
う
は
一
言
へ
、
動
産
保
険
時
代
は
仲
々
容
易
に
は

F
イ
ツ
に
訪
れ
て
来
た
か
っ
た
。
十
八
世
紀
前
半
の

r
A
V
動
産
保
険
は
極
く

控
目
白
夜
展
し
か
見
せ
な
か
っ
た
。
先
づ
、
ヲ
リ
ー
ド
リ
ツ
ヒ
一
世
の
一
七

O
五
年
十
月
十
五
円
附
及
び

O
六
年
六
月
一
日
附
法
規

に
よ
る
と
こ
ろ
の
不
動
産
保
険
と
併
せ
て
の
動
産
保
険
(
但
し
加
入
は
人
民
の
自
由
〉
の
採
用
が
あ
っ
た
が
、
と
れ
は
全
〈
失
敗
に
蹄
し

て
居
担
、
ま
た
、

一
七
二

O
年
ヴ
ユ
ル
テ
Y
ベ
ル
ク
の
人
た
ち
に
工
っ
て
私
的
保
険
合
枇
1
1動
産
保
険
貫
施
ー
ー
の
設
立
が
企
固

さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
賃
現
を
見
友
か
っ
た
。
賓
際
、
十
八
世
紀
前
半
に
於
て
動
産
保
険
を
行
っ
て
ゐ
た
も
の
と
し
て
は
、
精
々
、
シ

品
レ
ス
ウ
イ
ツ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ユ
グ
イ
y

D
ギ
ル
戸
ぐ
ら
ゐ
の
も
の
で
あ
る
。

E
の
ギ
ル

F
と
て
も
、
も
と
は
、
不
動
産
保
険
ギ
ル
戸

で
あ
っ
た
の
を
、
世
時
D
火
災
乞
食
白
弊
害
に
悩
ま
さ
れ
た
デ
Y

7

1

ク
領
ク
リ
ス
千

7
y
五
世
が
一
七
三
九
午
十
二
月
七
日
解
散

を
命
令
し
た
i
h

め
に
、
後
、
動
産
保
険
に
輔
向
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
と
の
ほ
か
忙
は
、
た
ど
、
牧
師
・
教
員
・
官
吏
仲
間
白
ツ
V

ブ
ト
的
圃
惜
が
動
産
保
険
類
似
の
古
い
組
織
を
そ
の
ま
i
A

受
繕
い
で
行
っ
て
ゐ
た
ど
け
で
あ
る
。

し
か
る
に
、

海
白
彼
方
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
既
に
十
八
世
紀
前
竿
に
不
動
産
保
険
の
ほ
か
に
動
産
保
険
を
替
む
多
数
の
株
式
舎
枇

ー
l
例
へ
ば
、
一
七
一

O
年
に
回
S
F
B
O
R
E、
一
七
二

O
年
に
同
。
苫
一
目
。

gs向
。
と
阿

02LE
旨
己
『
告
の

0
9目
宮
ミ
|
|

が
設
立
せ
ら
れ
華
々
し
く
活
動
し
て
ゐ
た
。
而

L
て
、
と
の
企
業
形
態
と
企
業
精
神
は
営
時
イ
ギ
リ
ス
と
盛
ん
に
交
易
し
て
ゐ
た
ハ

1) 2) Liebig， S. 21 
3) G. Helmer， Entstehung und Entwicklung rler o仔ent1icn-recq.t1ichen Brand-

、，ersicheru:u'gsanstalten1n Deutschland， 1936. S. 92，; Liebig， S. 22 ， 



y
プ
ル
ク
商
人
を
通
し
て
今
や
ド
イ
ツ
ヘ
後
れ
ば
せ
乍
ら
輸
入
さ
れ
た
の
で
る
る
。
商
業
的
経
験
を
積
む
べ
く
ロ
ン

F
Y
へ
出
か
け

た
営
時
の
ハ

V

グ
ル
ク
商
人
は
、
モ
と
で
修
得
し
た
知
識
を
故
都
へ
持
蹄
る
と
と
に
よ
う
て
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
を
外
国
企
業
か
ら
潤
立

在
ち
し
め
や
ろ
と
考
へ
た
。
こ
の
揚
合
、
商
業
に
と
っ
て
特
に
関
係
の
大
左
る
動
産
保
険
が
ロ
ン
ド
ン
か
ら
輸
入
さ
れ
た
と
と
は
極

め
て
自
然
で
る
る
。
か
く
し
て
、

I
八
世
紀
の
後
半
に
入
る
と
、
-
l
一
七
六
五
年
以
来

i
i
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
は
敢
倒
の
保
険
合
枇

が
創
設
さ
れ
、
丸
十
年
代
に
は
こ
れ
ら
の
保
険
合
吐
は
ハ
ン
プ
ル
ク
以
外
の
各
地
K
支
底
を
設
け
る
ま
で
に
愛
展
し
、
更
に
十
九
世

紀
に
た
る
と
各
都
市
に
本
屈
を
有
す
る
多
数
白
保
険
曾
枇
が
新
設
さ
れ
る
ま
立
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
他
方
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
保

険
合
枇

]
U
F
O
E
M
3
2
』

E
E
E
2
は
一
七
λ
六
年
ハ
ン
プ
ル
ク
に
支
底
を
作
り
こ
れ
を
通
し
て
そ
の
後
は
全
ド
イ
ツ
に
替
業
領
域

を
撲
大
し
つ
a
A

あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
と
れ
ら
の
私
的
保
険
合
枇
は
専
ら
動
産
保
険
に
の
み
従
事
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
上
述
し
た
や
う
に
、
不

動
産
保
険
の
領
域
が
加
入
強
制
の
特
楠
を
有
す
る
公
替
火
災
保
険
組
合
に
よ
っ
て
犀
倒
的
K
占
め
ら
れ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が

併
し
、
と
れ
ら
の
動
産
保
険
曾
祉
は
、
そ
れ
が
用
ひ
る
と
己
ろ
の
保
険
技
術
特
に
危
険
等
級
に
よ
っ
て
保
険
料
率
を
合
理
的
に
定
め

る
T

ど
い
ム
仕
方
を
治
し
て
、
営
時
金
く
型
通
り
に
官
僚
的
に
や
っ
て
ゐ
た
公
営
保
険
組
合
の
事
業
に
針
し
て
非
常
に
大
き
な
影
響
を

及
げ
し
た
の
で
あ
る
。
貨
際
、
営
時
の
ド
イ
ツ
公
替
火
災
保
険
組
合
の
技
術
は
皐
純
極
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
危
険
等
扱
制
は
殆
ん

E
存
在
し
左
か
っ
た
と
言
っ
て
い
L

程
で
あ
っ
た
。
特
に
火
災
危
険
由
大
左
る
封
象
を
最
初
か
ら
除
外
す
る
か
ま
た
は
風
車
を
動
力

と
す
る
工
揚
に
針
し
て
通
常
料
李
の
一
釘
儲
か
を
謀
す
る
と
規
定

(
例
へ
ば
一
七
九
四
年
五
月
一
日
附
ベ
ル
P
シ
公
替
火
災
保
険
組
合
時
例
第
三

保

す
る
位
の
も
む
で
あ
っ
た
。
保
険
料
ま
た
は
損
害
分
強
金
は
危
険
の
程
度
と
は
慨
し
て
無
関
係
に
た
立
保
険
金
街
に
舷
巴
て
定

ド
イ
ツ
到
建
制
末
期
に
於
付
る
保
険
栂
椿
白
艶
容

第
五
十
巻

第

披

^ 
五

J¥、
五

Liebig， S. 23-26 
Liebig， S. 26. 27~ 
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V
イ
ヅ
封
建
制
末
期
に
於
け
る
保
陣
機
構
m
現
容

め
ら
れ
て
ゐ
加
。
と
の
や
う
友
単
純
不
合
理
左
仕
方
に
封
じ
て
私
的
動
産
保
険
合
祉
の
採
用
す
る
合
理
的
在
新
技
術
が
如
何
に
作
用

第
五
十
巻

第

挽

八
六

パ、
六

し
た
か
は
、
吾
々
の
容
易
に
想
像
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
と
の
技
術

t
の
合
理
主
義
的
要
請
は
、
ま
へ
に
説
い
た
と
己
ろ
の
熱
烈

友
枠
蒙
的
自
由
主
義
思
想
と
と
も
に
、
封
建
王
制
下
の
火
災
保
険
機
構
に
根
本
的
な
動
揺
を
輿
へ
る
順
序
と
な
っ
た
。

四

一
八

O
六
年
十
月
、

v
イ
ヴ
は
ヲ
ラ
ン
ス
軍
の
侵
略
に
潜
っ
て
政
治
白
寅
樺
を
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
奪
は
れ
図
土
の
遇
宇
を
喪
失
し
英

大
往
償
金
を
課
せ
ら
れ
た
。
し
か
も
、
圏
内
但
駐
屯
し
て
賛
津
の
限
り
を
議
し
た
フ
ラ
Y

ス
軍
兵
に
も
そ
の
費
用
を
提
供
し
た
け
れ

ば
左
ら
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
、

r
イ
ツ
政
治
家
た
ち
は
こ
の
未
曾
有
U
難
局
に
庭
す
る
に
自
由
主
義
思
想
を
も
っ
て
し
庶
政
の
大

改
草
に
着
手
し
て
ゐ
た
。
と
の
揚
合
、
シ
且
タ
イ

y
m

ハ
セ
T

Y
ベ
ル
タ
に
つ
旧
民
〈
農
奴
解
放
へ
の
努
カ
は
人
の
最
も
よ
〈
知
る
と

と
る
で
あ
る
が
、
本
稿
の
主
題
た
る
公
器
火
災
保
険
の
改
革
も
こ
の
時
期
に
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
っ
て
企
閲
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ハ
ル
デ
y
eヘ
ル
タ
は
、
上
記
の
や
う
に
、
首
時
の
骨
骨
曲
家
的
皐
問
の
設
鮮
地
た
り
し
が
ツ
チ
y

F

Y
大
事
に
撃
が
一
、
後
暫
〈
白
由
主

義
先
進
圃
イ
ギ
リ
ス
に
遊
ん
で
新
思
想
の
中
に
生
活
し
、
踊
っ
て
か
ら
は
若
く
し
て
カ
ア
作
・
ヴ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
へ
作
ヂ
イ
ナ

Y
F
公

に
偉
才
を
見
出
さ
れ
て
そ
白
政
治
に
参
重
し
、
早
〈
も
教
育
制
度
の
正
統
仮
数
舎
よ
り
の
解
放
を
企
闘
し
て
ゐ
る
。
後
、
プ
ロ

V

ヤ

園
玉
プ
リ

1
F
リ
ツ
ヒ
・
ヴ
イ
ル
へ
ル
ム
の
下
に
あ
っ
て
、
友
人
シ
ユ
ダ
イ
ン
と
共
に
最
高
の
政
治
的
地
位
に
あ
っ
て
ナ
ポ
レ
オ

y

支
配
か
ら
の
潤
立
に
辛
酸
を
た
め
た
。
そ
の
政
治
思
想
は
飽
く
ま
で
も
封
建
的
扇
鮮
か
ら
の
白
山
を
も
っ
て
岡
家
興
隆
の
基
で
あ
る

と
た
し
、

一
八

O
七
年
初
め
て
首
相
の
任
に
つ
い
も
凡
が
、
そ
の
抱
負
の
未
だ
貫
施
に
至
ら
ぎ
る
う
ち
に
ナ
ポ
レ
オ
V
に
追
放
さ
れ
て

ロ
シ
干
に
近
き

P
ガ
に
身
を
逃
れ
た
。
己

a
A
K
滞
在
す
る
こ
と
数
ヶ
月
、
と
の
問
拙
棋
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
た
ピ
フ
ラ
ン
ス
軍
の
康

Schmidt， S. 84， 85. 6) 



刷
下
に
あ
る
融
図
内
政
の
改
革
で
あ
っ
て
、
想
を
練
り
度
々
岡
弔
に
建
白
書
を
怠
っ
て
居
り
、
そ
の
後
故
都
に
蹄
り
一
八
一

O
年
シ

ユ
タ
イ

y

D
あ
と
を
受
け
て
再
び
首
相
の
任
に
つ
き
愈
々
内
政
改
革
に
手
を
下
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
先
づ
岡
家
の
致
展
の
た
め
に

は
「
何
人
も
自
己
の
個
人
的
力
、
自
己
の
資
本
、
自
己
の
手
、
自
己
の
精
神
は
、
第
三
者
を
害
は
ざ
る
限
り
、
出
来
る
だ
け
自
由
に

稿
用

L
友
け
れ
ば
な
ら
ね
」
と
の
一
般
原
則
に
立
ち
、
ツ
ン
フ
下
並
び
に
膏
政
治
形
態
に
於
け
る
諸
潤
出
、
工
場
強
制
法
、
醸
浩
強

制
法
等
々
の
撤
廃
、
地
租
免
除
特
権
の
廃
止
、
従
っ
て
、
町
営
業
の
完
全
在
る
自
由
、
農
奴
の
解
放
〔
耕
作
地
白
二
分
自
一
ま
た
は
三
分
白

一
回
一
迅
納
に
よ
る
残
像
土
地
所
有
樺
の
確
保
)
等
宇
企
て
た
。
か
と
て
、
本
稿
の
針
象
と
す
る
公
替
火
災
保
険
組
合
の
著
し
く
封
建
的
な
機

構
も
営
然
彼
白
改
革
の
手
か
ら
遁
れ
る
わ
け
は
社
か
っ
た
。

同
時
代
田
革
新
的
政
治
家
で
あ
り
乍
b
シ
ユ
ダ
イ
シ
で
な
〈
L
て
特
に
ハ
ル
4

ア
シ
ペ
ル
ク
が
告
替
保
険
円
改
革
に
着
手
し
た
理
由
と
し
て
は
、
シ
ユ
タ

イ
ン
・
と
ち
が
っ
て
彼
が
常
時
白
骨
倖
火
災
保
険
組
合
の
内
情
に
つ
い
て
詳
し

f
知
ら
な
か
っ
た
と
ー
と
が
、
却
つ
亡
彼
を
し
て
こ
の
難
問
題
を
醍
上
げ
る
勇

気
を
も
た
し
品
た
も
白
と
思
へ
由
で
も
な
〈
、
重
た
、
彼
自
首
相
再
任
の
一
八
一

O
年
が
ド
イ
ツ
で
特
に
火
耐
火
損
害
の
大
で
あ
っ
た
h
A

め
に
、
彼
を
し
て

よ
り
よ
き
此
箆
保
険
制
度
の
必
要
を
痛
感
せ
し
め
た
の
主
も
考
へ
ら
れ
6
0

さ
て
、
吾
々
は
E
れ
か
ら
ハ
ル
ヂ
ン
ベ
ル
ク
聖
め
ぐ
る
営
時
円
一
政
治
上
居
部
が
会
轡
火
災
保
険
組
合
の
改
革
に
封
し
如
何
に
熱
心

に
考
へ
そ
D
寅
現
に
努
力
し
た
か
に
つ
い
て
誠
一
ぺ
友
け
れ
ば
な

ι由。

先
づ
、

ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
は
兎
も
角
公
管
火
災
保
険
組
合
の
封
建
的
組
織
は
改
革
す
ペ
音
で
あ
る
、
改
草
す
れ
ば
必
宇
火
災
損
害

〈 に
命封
令す
しる
た目、建
。白J 物

月年
有

者
σ〉
支
出
額
は
少
〈
左
り
4与
る
と
確
信
し
で

一
八
一
-
年
一
一
月
九
日
内
務
犬
臣
に
そ
の
改
組
準
備
を
と
る
べ

E
れ
に
封
し
て
、

内
務
大
臣
は
顧
問
官
ケ

1
ラ
ア
を
し
T
建
議
書
を
作
成
せ
し
め
且
つ
他
の
顧
問
官
ホ
フ
マ
ン

言
。
『
E
E国
)
の
参
考
意
見
書
を
添
~
て
、
早
〈
も
同
年
四
月
四
日
に
首
相
に
上
申
書
を
提
出
し
て
ゐ
る
。

y
イ
ツ
封
建
制
末
期
に
於
け
る
保
険
機
構
の
欝
容

ノ、
七

第

披

樺
五
十
巻

，-、
七

Allgerneine Deutsche Biographie， Bd. 10. 1879， S. 572-580. 
Schmi-dt， S. 85 
Schmidt. S. 306. 
Schrnidt. S. 86. 
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ド
イ
ツ
封
建
制
末
期
忙
於
け
る
保
険
機
構
由
揖
容

と
と
ろ
で
、
ヶ

1
ラ
?
の
己
の
建
議
書
は
ハ
ル
デ
Y
ベ
ル
ク
の
保
険
改
革
に
と
っ
て
本
質
的
在
基
礎
を
在
す
も
の
で
あ
っ
て
、
大

第
五
十
巻

^ 
丹、

第

揖

F又

f、

要
突
の
如
き
主
張
を
な
し
て
ゐ
る
σ

建
物
所
有
者
に
封
し
て
出
来
る
だ
け
少
額
の
代
償
で
も
っ
て
出
来
る
限
り
大
雪
在
侭
障
を
興
へ

る
己
と
が
火
災
保
険
白
目
的
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
乙
白
目
的
は
闘
家
の
制
度
に
よ
っ
て
は
決
し
て
完
全
に
行
は
れ
得
左
い
。
種
々

の
程
度
の
危
険
を
精
確
に
測
定
し
各
揚
合
を
個
々
の
事
情
に
膝
巴
て
填
補
す
る
乙
と
は
、
寅
に
も
っ
て
商
人
的
思
索

(rE『

Z
E
E
-
4
0

閣
官
官

E
Eロ
)
の
み
の
能
く
す
る
と
と
る
で
あ
っ
て
、
金
〈
自
由
な
契
約
樺
の
存
在
す
る
揚
合
に
の
み
、
被
保
険
者
は
火
災
保
険
在
確

に
最
も
正
確
に
且
つ
慨
し
て
最
も
低
廉
に
受
入
れ
る
と
と
が
出
来
る
。
併
し
、
理
論
が
と
白
や
ろ
で
る
る
に
し
て
も
、
目
下
の
欣
態

に
於
て
は
苦
々
は
、
現
在
の
公
皆
保
険
施
設
を
全
慶
し
て
火
災
保
険
者
直
ち
に
自
由
た
商
人
的
思
索
に
委
由
べ
し
と
建
議
す
る
と
と

は
出
来
な
い
。
ま
た
、
現
在
間
内
に
存
在
し
て
ゐ
る
外
閣
の
保
険
舎
一
枇
聖
堂
て
に
す
る
わ
け
に
も
い
か
由
。
賓
際
は
E
の
や
う
た
私

的
保
険
曾
枇
主
一
番
最
初
に
つ
く
っ
て
置
〈
ぺ
き
で
る
っ
た
。
今
と
危
う
で
は
、
乙
の
や
う
た
舎
枇
の
設
立
に
は
損
害
填
補
に
必
要

た
大
資
本
白
調
建
に
無
理
が
起
る
。
殊
に
、
極
度
の
経
済
困
難
に
際
合
し
で
資
本
の
逼
迫
を
告
げ
て
ゐ
る
現
在
の
事
業
界
に
は
大
し

た
期
待
を
も
っ
乙
と
は
出
来
疋
い
。
そ
白
他
保
険
事
業
に
特
有
た
困
難
も
あ
り
、
も
っ
て
、
私
的
保
険
合
祉
に
封
し
で
は
、
た
ピ
、

園
の
内
外
の
安
寧
が
得
ら
れ
閲
民
の
一
幅
利
が
増
進
し
て
保
険
企
業
を
敢
へ
て
す
る
者
を
し
て
有
利
た
僚
件
に
置
き
得
る
で
あ
ら
う
時

の
到
る
の
を
待
つ
の
ほ
か
仕
方
が
な
い
。
か
く
し
て
、
会
替
火
災
保
険
組
合
を
陵
止
し
て
見
た
と
こ
ろ
で
、
私
的
保
険
曾
杭
が
己
れ

に
代
る
だ
け
十
分
に
興
っ
て
〈
る
わ
け
の
一
も
の
で
は
左
〈
、
徒
忙
多
数
の
建
物
所
有
者
を
無
保
険
に
落
し
入
れ
抵
営
構
従
っ
て
信
用

の
基
礎
を
奪
ム
結
果
に
導
〈
白
み
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
園
家
と
し
て
は
、
と
の
や
う
な
危
険
た
扶
態
に
立
ち
至
ら
し
め
ざ
る
や
う
、

火
災
保
険
の
便
宜
し
か
も
よ
り
よ
き
使
宜
を
提
供
し
て
や
ら
ね
ば
註
ら
ね
。
己

a
A
K
、
現
存
の
公
器
保
険
組
合
の
全
焼
で
な
〈
し
て



改
革
が
問
題
と
な
る
。

己
の
+
う
な
一
般
原
則
に
従
っ
て
河
ケ
1
ラ

7
の
建
議
書
は
公
轡
火
災
保
険
組
合
に
針
L
具
摺
的
に
突
の
や
う
在
改
革
案
を
立
て

h

ゐ
る
。

一
、
闘
家
怠
る
も
の
は
、
差
営
り
且
つ
主
と
し
て
各
個
人
白
岡
布
の
槽
利
に
の
み
委
ね
ら
れ
て
ゐ
る
事
柄
に
つ
い
て
は
.
個
人
に

劃
し
た
ピ
後
見
人
と
し
て
立
つ
だ
け
?
よ
い
。
従
う
て
、
個
人
に
劃
し
て
保
険
加
入
を
強
制
ナ
ペ
き
官
た
い
。
保
険
加
入

E
個
人
の

自
由
裁
量
に
任
か
す
と
す
れ
ば
、
保
険
金
額
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
建
物
の
賃
質
慣
値
を
超
え
ざ
る
限
り
、
と
れ
を
拘
束
す
べ
き
で

は
た
い
。

ニ
、
保
険
事
務
の
許
す
限
り
、
従
来
の
群
小
組
合
を
統
合
し
て
一
組
合
の
事
業
範
閏
を
出
来
る
だ
け
撰
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

か
う
す
る
己
と
は
、
従
来
の
組
合
が
屡
々
陥
っ
て
ゐ
た
と
己
ろ
の
填
補
金
の
支
沸
不
能
か
ら
売
れ
る
己
と
h
た
る
。

三
、
と
れ
ま
で
の
公
営
火
災
保
険
組
合
は
一
般
に
危
険
の
等
級
を
無
制
し
て
ゐ
る
が
、
今
後
は
被
保
険
建
物
を
種
々
の
階
級
に
分

類
し
、
そ
の
最
近
の
損
害
程
度
を
調
去
し
そ
の
平
均
値
比
相
歯
す
る
各
様
の
保
険
料
率
を
設
け
る
合
理
的
制
度
主
定
立
す
る
必
要
が

あ
る
。回

、
填
補
金
の
支
掛
を
込
建
左
ら
し
め
る
た
め
に
、
従
来
の
公
器
組
合
K
於
け
る
如
昔
年
々
の
庇
護
損
害
額
を
加
入
者
敢
に
頭
割

り
に
分
捨
せ
し
め
る
1
R

い
ふ
賦
課
制
度

B
E
Z
B
m
S苦
ヨ
)
を
廃
し
て
、

私
的
保
険
合
祉
の
や
う
に
多
年
に
疋
一
っ
て
徴
牧
す
べ
き
年

々
の
保
険
料
を
算
定
し
何
時
で
も
邸
座
に
少
く
と
も
組
合
加
入
者
の
四
分
の
一
に
新
し
支
梯
び
得
る
額
を
支
挽
準
備
金
と
し
て
保
有

す
る
や
う
な
組
織
に
改
め
左
け
れ
ば
左
ら
恥
。

ド
イ
ツ
封
建
制
末
期
に
於
け
る
保
険
横
構
の
提
容

第
五
十
巻

第

焼

丹、

九

ハ、
九

Schmidt. S. 86， 87 
Schmidt， S. 87-90. Helrner， S. 99 
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F
4
ヴ
封
建
制
末
期
に
於
け
る
保
険
槽
構
白
塑
容

以
上
が
ケ

1
ラ
ア
の
建
議
書
の
大
要
で
あ
る
が
、
と
れ
に
射
し
て
参
考
意
見
を
上
呈
し
た
る
ホ
フ
マ
ン
も
、

第
五
十
巻

揮

韓

九

O 

ブb

o 

「
自
治
憶
は
自
治
鰭

の
成
員
が
保
険
に
よ
っ
て
自
ら
を
貧
困
か
ら
守
る
や
う
要
請
す
る
椿
利
は
な
い
。
況
し
て
、
闘
家
は
図
民
に
と
れ
左
強
制
す
る
徳
利

は
友
い
。
L

と
の
全
く
自
由
主
義
的
危
立
揚
か
ら
、
ケ

1
ラ
ア
と
同
一
意
見
に
立
ち
、
他
の
諸
黙
に
つ
い
て
も
ケ
l
ラ
ア
案
に
賛
同
を

寄
せ
て
ゐ
る
。
た
盟
、
ホ
フ

7
y
は
、
危
険
等
級
制
に
つ
苦
更
に
立
入
っ
て
具
鵠
案
と
し
て
、
先
づ
保
険
地
底
を
大
都
巾
・
小
都
市
・
村

落
等
に
分
ち
、
更
に
と
れ
ら
の
各
地
国
の
建
物
を
材
料
・
建
築
様
式
・
特
別
危
険
等
に
従
っ
て
恒
分
す
べ
き
で

b
る
と
述
ペ
て
ゐ
る

だ
け
で
あ
る
。

五

だ
が
、
営
時
の
プ
ロ
シ
ヤ
政
府
要
路
者
の
す
べ
て
が
ハ
ル
ヂ
ン
ベ
ル
ク
、
ケ
E
ヲ
ア
の
保
険
改
革
案
に
全
幅

ω
賛
意
を
も
っ
て
ゐ

る
の
で
は
友
か
っ
た
。
例
へ
ぽ
.
ヶ
1
ラ
ア
案
に
つ
い
て
首
相
よ
り
批
判
を
求
め
ら
れ
た
司
法
大
臣
キ
ル
ヒ
了
イ
ゼ
ン
(
4
・同

5
Z冒
と

の
刻
昔
、
そ
の
答
申
に
於
て
、
危
険
等
級
制
。
採
用
と
群
小
組
合
の
秩
序
あ
る
統
合
に
つ
い
て
は
ケ
1
ラ
ア
案
を
支
持
し
て
ゐ
る
が

「
従
来
存
在
す
る
強
制
を
廃
止
し
て
組
合
か
ら
の
脱
退
を
認
容
す
る
己
と
は
本
制

保
除
強
制
白
撤
廃
に
は
反
封
の
態
度
全
と
っ
て
、

度
従
っ
て
本
制
度
に
踏
み
と
い

h

ま
っ
て
ゐ
る
関
係
首
事
普
及
び
債
槽
者
の
生
存
に
害
が
あ
る
。
放
に
己
れ
を
許
容
す
べ
き
で
は
な
か

ら
う
。
成
る
程
今
日
の
組
合
は
本
来
あ
る
べ
き
満
足
友
欣
態
に
は
決
・
し
て
至
っ
て
ゐ
左
い
。
併
し
、
己
れ
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
組

合
の
内
部
的
機
構
白
快
陥
や
、
日
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
在
力
に
依
存
す
る
制
度
の
も
つ
一
般
的
飲
陥
干
に
基
闘
す
る
D
で
は
泣
い
。

今
日
の
逼
迫
せ
る
経
済
欣
態
が
け
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
な
力
を
衰
へ
さ
し
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
し
と
の
意
見
を
表
明
し
亡
ゐ
る
。

と
こ
る
で
、
兎
も
角
公
営
保
険
組
合
を
何
等
か
改
革
す
る
に
は
先
づ
現
枇
の
十
分
在
調
貨
が
必
要
で
あ
る
、
己
れ
な
〈
し
て
は
危

Schmidt， S. 90-92. 
Schmidt， S. 94-96. 
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険
等
級
制
も
組
合
の
統
合
も
行
は
れ
得
た
い
と
言
ふ
こ
と
に
な
り
、
プ
ロ
シ
ヤ
政
府
は
愈
々
改
革
の
第
一
着
手
と
し
て
閥
内
多
数
の

公
営
火
災
保
険
組
合
に
封
し
調
畳
票
を
配
布
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
後
の
事
業
は
意
の
加
〈
に
は
進
捗
を
見
せ
友
か
っ
た
。

翌
一
八
一
二
年
三
月
三
日
ハ
作
J
T
Y
ベ
ル
ク
首
相
か
ら
「
保
険
組
合
改
革
の
事
務
は
そ
の
後
進
捗
し
て
ゐ
泣
い
ゃ
う
で
あ
る
が
、
本

件
は
極
め
て
重
要
で
あ
っ
て
よ
り
永
き
遅
滞
を
詐
さ
な
同
」
と
の
督
促
が
託
さ
れ
た
程
で
あ
っ
た
け
れ

E
も
、
容
易
に
事
は
運
ば
友

か
っ
た
。
し
か
も
、
と
れ
に
綾
く
数
年
は
自
由
戦
争
白
勃
渡
(
一
凡
一
三
年
五
月
)
h
ら
ワ

1
テ
ル
ロ
ウ
の
大
戦
(
一
凡
一
五
年
六
月
)
士
で

全
〈
政
治
的
不
安
の
う
ち
に
経
過
し
た
。
杢
園
民
は
一
つ
に
な
っ
て
た
Y
外
岡
支
配
か
ら
の
自
由
の
た
め
に
立
上
っ
て
ゐ
た
。
従
つ

て
、
他
事
を
省
み
る
十
分
注
徐
裕
を
も
っ
て
ゐ
た
か
っ
た
。

し
か
る
に
、
最
初
か
ら
本
問
題
に
熱
烈
な
関
心
を
も
つ
で
ゐ
た
顧
問
官
ケ

1
ヲ
ア
は
、
本
事
業
遷
延
の
理
由
主
、
山
平
る
、
人
々
が

首
初
上
り
非
常
に
完
全
精
織
な
制
度
を
求
め
て
ゐ
る
己
と
に
存
す
る
と
な
し
、
従
っ
て
、
今
や
必
要
な
と
と
は
例
へ
ば
等
級
制
度
に

一
般
的
葉
然
性
に
従
ム
等
級
で
甘
ん
ヒ
、
も
っ
て
帰
来
の
よ
り
完
全
な
も
の
へ
移
る
ペ
き
で

し
て
も
首
初
は
由
来
る
だ
け
筒
躍
な
、

あ
る
と
俗
信
ぃ
、
未
だ
戦
塵
収
ま
ら
ざ
る
中
に
あ
っ
て
、
賀
行
に
移
し
易
き
具
惜
的
改
革
案
の
作
成
に
孜
々
と
し
て
努
め
、
こ
れ
を

一
八
一
四
年
十
二
月
十
八
日
内
強
大
臣
に
上
呈
し
た
の
で
あ
る
。
葺
し
、
ζ
れ
は
ケ

l
ヲ
ア
が
と
の
揚
合
附
加
へ
て
言
っ
て
ぬ
る
や
う

に
、
内
務
大
臣
の
上
申
書
に
於
け
る
根
本
概
念
が
元
来
彼
山
ら
出
た
の
で
あ
っ
て
従
っ
て
彼
が
己
れ
に
針
し
特
に
責
任
を
感
じ
た
U

め
で
も
あ
る
が
、
今
干
、

己
白
具
棺
案
を
申
心
と
し
て
随
介
巌
し
い
批
判
が
反
針
の
玄
揚
か
ら
展
開
さ
れ
た
の
一
℃
あ
る
。

ー，、

骨
密
・
火
災
保
険
組
合
の
具
世
的
改
革
綱
領
主
見
ら
る
べ
き
ケ
l

ラ
ア
案
は
、
依
然
と
し
て
、

一
、
組
合
加
入
の
自
由
、
二
、
群
小
組
合
の
統
合
、
一
一
一
、

ド
イ
ツ
封
建
制
末
期
に
於
け
る
保
険
機
構
白
樺
容

第

披

九

第
五
十
巻

ブじ

Schmidt， S. 97 
SChmidt， s. 98 
Schmidt， S. 99 
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ド
イ
ツ
封
建
制
末
期
に
於
け
る
保
険
機
構
白
艶
答

第
五

1
巻

九

第

韓

九

等
親
保
険
料
の
樹
立
を
そ
旧
指
導
原
則
在
し
て
ゐ
る
。

-
、
租
告
は
、
保
険
の
申
込
が
あ
り
た
る
場
合
、
ナ
べ
て
の
建
物
(
火
薬
工
場
・
製
醐
工
場
等
々
は
例
丹
)
に
つ
き
こ
札
を
引
受
け
る
義
務
を
有
す
る
が

こ
れ
に
謝
し
、
一
般
白
建
物
所
有
宥
は
そ
の
建
物
を
火
災
保
険
に
附
す
べ
き
義
韓
を
負
は
ず
。
ま
た
、
各
人
は
自
由
に
粗
脅
か
ら
股
返
す
る
植
利
及
び
保

険
金
額
を
暫
曲
す
る
権
利
(
勿
論
、
保
険
償
額
を
超
ゆ
る
保
険
金
額
は
許
さ
れ
な
い
)
を
有
L
、

E
O
、
再
建
す
る
と
否
と
も
自
由
で
あ
る
。
値

L
、
従
来

抵
首
債
請
に
閣
聯
し
で
な
さ
れ
た
る
建
物
白
保
険
は
そ
白
雲
L
縦
績
し
て
掴
告
に
附
け
ら
れ
る
こ
と
を
要
L
、
も

ι組
合
を
股
走
せ
ん
と
す
る
と
き
は
債

権
者
の
許
可
を
必
要
と
す
る
。
雲
た
、
後
見
人
・
尉
産
管
理
人
は
保
険
債
額
一
っ
ぱ
い
に
官
設
建
物
を
保
険
に
附
す
る
義
務
を
有
ず
か
。

思
ふ
に
、

L
7
1

ラ
ア
が
保
険
加
入
自
由
の
原
則
を
採

p
乍
ら
こ
れ
に
有
の
如
き
除
外
例
を
設
け
た
の
は
、
無
保
険
に
よ
る
不
動
産
信
用
の
崩
壌
を
大
に

戒
め
た
る
ハ
ル
戸
ン
ベ
ル
ク
首
相
の
意
削
閣
を
掠
り
入
れ
る
左
共
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
由
来
る
官
げ
多
数
の
加
入
者
を
確
保
し
ゃ

5
k
の
考
へ
に
同
た
の
で

も
あ
ム
ロ
な
旺
、
ヶ
1
ラ
ア
が
如
何
に
趨
〈
加
入
者
白
多
数
を
維
持
す
べ
〈
求
め
て
ゐ
た
か
は
、
こ
の
改
草
案
に
於
て
、
更
に
、
組
合
改
寧
第
一
年
度
は

匂

従
来
白
加
入
者
会
部
白
組
合
踏
み
と
ピ
重
り
を
強
制
し
で
ゐ
る
と
と
か
ら
で
も
判
明
さ
れ
る
。

二
、
改
革
案
の
趨
用
範
囲
を
差
常
っ
て
チ
ル
♂
ツ
ト
協
約
(
一
八
の
七
年
七
月
九
日
)
後
白
王
国
領
域
に
限
定
し
、
従
車
の
多
数
の
組
合
を
生
白
豆
粗
告

に
粧
合
ナ

h
o

(
1
)
p
ト
ヲ
一
-
ア
・
東
西
プ
ロ
シ
ヤ
の
た
め
に
一
組
合
ー
主
要
管
理
所
は
ケ

i
L
ヒ
ス

4

ル
ク
に

(
2
)
シ

レ

ジ

ア

田

た

め

に

一

組

合

・

・

主

要

管

理

所

目

プ

レ

ス

ラ

ウ

に

(
3
)
ポ

ン

メ

ル

シ

の

た

品

に

一

組

合

・

一

-

主

要

管

理

所

は

ペ

ル

ヲ

ン

に

=
一
、
保
険
料
は

E
常
保
険
料
(
。

E
g
E
n
v
o
M
W
Z
H
M唱
)
と
特
別
保
険
料

(
z
v
z
z
E
E
E
o
y。
]
置
可
仰
向
。
)
&
に
分
つ
。
正
常
惇
険
料
は
去
の
八
等
級

に
鋼
別
せ
ら
れ

6
。

年

級

保
険
金
額
に
つ
き
出

尋

組

保
険
金
額
に
つ
き
芦

1 
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E
常
保
険
料
は
年
四
同
抑
と
す
る
が
、
特
別
保
険
料
は
組
合
金
庫
が
両
等
か
白
不
足
を
燕
た
し
た
る
場
合
に
限
り
こ
れ
を
補
填
ナ
る
た
品
に
、
内
務
大
臣

の
許
可
を
経
で
徴
牧
さ
れ
る
も
自
に
し
て
、
一
保
険
年
度
経
過
後
そ
の
必
要
を
認
め
た
る
と
き
は
三
月
一
日
よ
り
十
五
日
ま
で
の
同
に
神
込
合
し
め
h
。

と
れ
を
見
る
に
、
改
革
後
四
公
瞥
組
合
は
等
級
制
度
を
採
用
す
る
が
、
そ
の
等
紙
は
ケ
T
ヲ
ア
町
持
論
語
り
に
挽
〈
筒
車
に
た
ピ
凡
粧
だ
け
で
あ
る
。

蓋
し
、
今
後
に
於
け
る
よ
り
完
全
な
も
の
へ
設
展
す
る
過
渡
的
制
度
と
し
て
は
時
宜
を
得
た
も
白
と
宮
へ
中
ぅ
。
(
た
ピ
遺
憾
な
白
は
、
と
の
案
で
は
保

険
料
を
た
ピ
八
殺
に
分
っ
た

γ
け
で
保
険
料
が
等
親
づ
け
ら
れ
る
基
礎
た
る
建
物
白
危
践
に
つ
い
で
全
〈
慨
れ
℃
ゐ
な
い
こ
と
で
あ
刷
。
)
去
に
、
宜
常

特
別
白
二
重
保
険
料
制
度
を
採
り
た
る
と
と
も
、
従
来
生
〈
組
臨
U
な
い
等
級
山
田
険
料
制
度
を
採
用
す
る
場
合
に
恐
ら
〈
一
取
す
で
あ
ら
う
支
柿
填
補
金
の

不
足
分
を
特
別
保
険
料
で
柿
は
ら
と
す
る
組
織
で
あ
っ
で
、
従
来
白
骨
脅
組
合
が
一
般
に
と
っ
て
車
た
賦
課
制
度
か
ら
新
式
白
保
険
料
制
度
へ
移
る
場
合

白
過
渡
的
制
度
と
し
て
弾
力
性
に
富
む
無
理
の
な
い
仕
組
で
あ
る
主
首
へ
る
。

問
、
以
上
白
一
一
一
原
則
白
阻
か
に
、
改
革
具
世
案
が
提
議
せ
る
重
要
規
定
と
し
て
は
、
(

a

)

保
険
倒
額
の
五
パ

I

セ
シ
ト
宋
満
の
分
損
に
謝
し
で
は
組
合

は
填
補
の
責
に
任
じ
な
い
e

(

イ
ギ
明
λ

海
上
保
障
の
質
描
に
於
け
る
調
は
ゆ
る
括
責
辞
合
を
輸
入
し
た
る
も
の
)
。

(
b
)
填
補
餌
の
牛
額
は
植
災
後
六
週

間
以
内
に
支
排
ひ
、
他
の
宇
額
は
由
詰
凹
宇
年
期
鯉
過
後
六
迦
間
以
内
に
主
排
ふ
も
の
と
ナ
。
組
合
も
し
こ
の
支
排
を
週
滞
し
た
る
と
き
は
利
子
を
支
劫

ふ
こ
と
を
要
ナ
。
(
こ
れ
は
ケ
1
ラ
ア
が
珠
て
か
ら
填
捕
の
迅
速
を
組
合
の
改
革
に
と
っ
て
重
要
な
要
請
と
し
た
る
理
由
か
ら
出
て
ゐ
る
)
。
(

C

)

係
争
問

題
技
生
し
た
る
と
き
は
仲
裁
々
河
白
判
決
に
接
ら
し
め
る
。
(
こ
れ
も
填
補
金
支
梯
を
出
来
る
だ
け
早
か
ら
し
め
る
た
品
の
規
定
で
あ
っ
て
、
列
決
ま
で

の
手
績
に
長
期
間
を
要
す
る
正
式
裁
判
を
避
け
た
も
の
で
あ
る
)
。

(
d
)
粗
合
は
租
税
・
官
腐
開
樺
手
数
料
・
郵
租
克
陪
轄
の
特
植
を
有
す
あ
。

七

古
々
の
こ
れ
士
で
の
絞
漣
は
公
管
火
災
保
険
組
合
の
改
草
を
断
行
し
ゃ
う
と
す
る
プ
ロ
シ
ヤ
政
府
の
側
だ
け
し
か
見
て
ゐ
左
い
が

と
れ
と
反
射
の
側
印
ち
組
合
を
直
接
間
接
管
理
す
る
側
の
事
情
は
ど
う
で
る
ら
う
か
。
と
と
る
が
、
己

ta
で
は
改
革
に
叫
制
し
て
突
の

や
う
に
消
極
的
ま
た
は
反
抗
的
態
度
が
採
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

プ
ロ
シ
ヤ
政
府
は
、
右
に
概
漣
し
た
る
ケ

I
ラ
7
具
槌
案
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
愈
子
賀
行
に
移
す
ま
へ
に
各
州
政
府
側
の
意
硝
を

雪
く
要
あ
り
と
し
て
、

一
八
一
九
竿
二
月
十
八
円
、
ポ
ツ
ツ
ダ
ム
・
プ
レ
ス
ラ
ウ
・
ケ

T
Z
ヒ
ス
ベ
ル
タ
州
政
府
に
法
案
を
配
布
し
、

ド
イ
り
封
建
制
末
期
に
於
け
各
保
険
機
構
白
麗
容

第
五
十
巻

樺

韓

え2

九

刈

9
3
F
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5
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ド
イ
ツ
封
建
制
末
期
に
於
け
る
保
険
機
構
の
錘
容

そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
世
氷
め
た
。

Jも
、
と
の
揚
合
、
草
案
者
た
る
ケ

1
ラ
ア
の
真
意
L
と
し
て
は
、
寧
ろ
と
の
改
革
は
上
か
ら
の
命
令

と
し
て
単
純
に
行
ふ
べ
き
で
あ
っ
て
、
各
州
政
府
の
意
見

E
求
め
た
り
た

E
す
る
と
と
は
徒
ら
忙
仕
事
を
長
引
か
す
結
果

ι危
る
た

第
五
十
巻

第

量量

九
回

九
四

め
に
己
れ
を
希
望
し
て
は
ゐ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
彼
は
各
州
政
府
の
伺
符
に
劃
し
て
は
最
大
六
週
間
の
期
限
を
附
け
て

欲
し
い
と
求
め
た
程
で
あ
る
。
併
し
、
各
州
か
ら
の
同
容
は
、
ケ

I
ラ
ア
が
桂
川
々
し
て
待
っ
て
ゐ
た
に
も
拘
ら
宇
、
仲
々
到
来
し
た

か
っ
た
。
漸
く
最
初
に
来
た
の
が
同
年
七
月
十
四
日
、
シ
レ
ジ
ヤ
の
プ
レ
ス
ラ
ウ
政
府
の
答
申
で
あ
っ
た
が
、
己
れ
は
内
容
極
〈
簡

間
早
で
甚
だ
徹
底
を
飲
〈
も
の
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、

E
れ
に
土
っ
て
州
政
府
が
近
く
行
は
ん
と
寸
る
改
革
に
封
し
て
如
何
に
考
へ

て
ゐ
る
か

y
略
々
判
っ
て
来
た
。
帥
ち
、
プ
レ
ス
ラ
ウ
州
政
府
は
全
然
プ
ロ

V

ヤ
政
府
側
と
は
反
針
の
立
揚
に
立
っ
て
ゐ
た
。
答
申

書
は
、
先
づ

「
過
般
の
戦
争
や
敵
軍
の
幼
掠
で
ひ
ど
〈
疲
弊
し
て
ゐ
る
と
の
際
、
幾
重
に
も
亙
る
干
う
た
課
税
や
徴
牧
は
見
合
は

せ
て
も
ら
ひ
た
い
、
穏
笛
で
な
い
。
L
と
切
り
出
し
、
こ
れ
に
続
い
て
新
法
案
の
規
定
す
る
等
級
制
度
や
管
理
事
務
ゃ
に
つ
い
て
種
々

反
封
意
見
を
あ
か
ら
さ
ま
に
具
陳
し
た
後
、
最
後
に

「
V

レ
ジ
ヤ
は
火
災
保
険
施
設
の
改
革
を
そ
れ
程
に
求
め
て
ゐ
在
い
。
少
〈

と
も
強
く
己
れ
を
欲
し
て
ゐ
る
や
う
に
は
見
受
け
ら
れ
註
い
。
殊
に
新
改
革
案
に
よ
る
と
都
市
と
地
方
と
が
結
び
つ
い
て
合
冊
す
る

と
の
己
と
で
る
る
が
、
人
々
は
、
と
の
一
干
う
註
新
制
度
よ
り
も
従
来
の
一
古
い
制
度
の
方
を
揮
び
と
り
と
れ
に
満
足
し
ゃ
う
と
一
般
に

考
へ
て
ゐ
る
O
L
と
結
論
を
下
し
て
ゐ
ぁ
。

一
日
後
れ
て
ケ
l
-
一
ヒ
ス
ベ
ル
ク
州
政
府
か
ら
の
問
答
が
到
着
し
た
。
と
れ
は
、
前
記
プ
レ
ス
ラ
ウ
政
府
の
同
容
に
較
べ
る
と
、

遥
か
に
よ
り
大
友
る
重
要
性
を
有
し
よ
り
深
い
理
解
的
棋
嬢
に
立
つ
で
た
さ
れ
且
つ
四
十
項
目
に
亙
る
成
汎
た
も
の
で
あ
っ
た
。
併

し
、
改
革
案
に
針
し
て
消
極
的
意
見

E
盛
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
黙
で
は
プ
レ
ス
ラ
ウ
政
府
の
答
申
と
え
間
同
様
で
あ
っ
た
。
印
ち
、
先

Schmidt， S. 310， 311 
Sch:rnidt， S. 3I:I 
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づ
従
来
の
組
合
機
構
や
法
規
が
改
善
の
絵
地
を
有
す
る
亡
と
は
十
分
認
め
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
改
善
は
組
合
の
統
合
な
し
に
行
ふ
べ

き
で
あ
る
。
改
革
案
は
組
合
の
統
合
を
非
常
に
成
汎
左
領
域
に
ま
で
及
ぼ
さ
う
と
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
が
失
敗
の
道
を
辿
る
と
と
は

必
定
で
あ
る
。
次
に
、
等
級
制
度
を
設
ぐ
，
へ
き
必
要
も
大
忙
認
め
る
け
れ
ど
も
、
法
案
に
見
ら
る
L
保
険
料
率
は
ケ
1

ニ
ヒ
ス
ベ
ル

ク
の
経
験
に
照
ら
す
と
安
拾
を
快
〈
。
通
常
保
険
料
率
が
徐
り
低
過
ぎ
る
。
こ
れ
で
は
恐
ら
〈
ど
の
組
合
も
立
つ
で
行
く
ま
い
@
結

局
、
通
常
保
険
料
の
阿
倍
も
五
併
も
に
及
ぶ
特
別
保
険
料
を
徴
牧
し
た
く
て
は
た
ら
た
く
い
な
る
だ
ら
う
。
建
物
評
僚
に
つ
い
て
も
法

案
通
り
に
短
期
間
に
完
了
せ

L
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
名
、
等
々
の
一
反
割
意
見
を
阪
刊
で
ゐ
る
。
だ
が
、
プ
レ
ス
ラ
ウ
政
府
の
高

歴
的
在
反
針
の
態
度
に
比
し
て
、

E

L
に
ほ
著
し
い
現
細
川
的
開
明
的
在
意
見
が
多
〈
見
出
さ
れ
る
。
併
し
乍
ら
、
己
の
答
申
に
添
へ

て
、
ヶ

1
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
州
政
府
が
組
合
の
賞
際
に
現
に
捨
首
し
て
ゐ
る
終
験
者
の
意
部
を
侍
へ
た
い
と
て
提
出
し
た
る
ケ
l
z
E

ス
ベ
ル
ク
・
束
プ
ロ
シ
ヤ
一
般
地
方
火
災
保
険
組
合
総
理
事
ド
カ
ナ
(
〈
・
ロ
F
E
)
氏
の
改
革
案
批
判
は
、
ケ

I
ヲ
ア
案
を
峻
拒
す
る

会
く
激
し
い
態
度
を
露
骨
に
示
し
て
ゐ
る
。
印
ち
、

法
案
の
要
請
す
る
都
市
と
地
方
と
の
統
合
は
た
い
九
地
方
の
犠
牲
に
於

た
づ

て

l
i地
方
の
保
険
料
卒
を
引
上
げ
て
ー
ー
の
み
行
口
れ
得
る
。
ま
た
、
法
案
の
規
定
す
る
組
合
の
管
理
機
構
は
徒
に
事
務
を
煩
雑

に
し
費
用
を
嵩
大
せ
し
め
従
っ
て
保
険
制
率
を
高
く
す
る
だ
貯
の
と
と
で
あ
る
、
等
々
・
と
賓
例
を
引
い
て
改
革
案
を
相
否
し
、
安
の

一
吉
田
葉
を
も
っ
て
結
論
と
し
て
ゐ
る
。

「
地
方
組
合
の
管
理
は
僅
友
人
手
で
も
っ
て
簡
単
に
明
白
に
異
質
に
迅
建
に
秩
序
E
し
〈
行
は

れ
て
居
り
、
そ
こ
で
は
人
々
は
員
自
E
2
5
自
主
重
ん
ヒ
て
や
っ
で
ゐ
る
。
従
う
て
共
著
u
的
目
的
が
建
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の

だ
か
ら
、
東
プ
ロ
シ
ヤ
・

H
ト
ワ
ニ
ア
地
方
火
災
保
険
組
合
は
闘
王
に
よ
っ
て
寅
行
さ
れ
て
ゐ
る
現
在
の
組
織
の
ま
誌
に
放
置
さ
る

べ
き
で
あ
っ
て
、
と
れ
を
新
し
〈
改
革
す
る
必
要
は
篭
も
た
い
と
主
張
せ
ざ
る
を
得
友
い
。
L

ド
イ
ツ
封
建
制
末
期
に
於
け
る
保
険
機
構
の
岨
田
容

樺
五
十
巻

第

説

九
五

プむ
五

Schmidt， s. 312-315 
Sc1unidt， s. 315-317 
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ド
イ
ツ
封
建
制
末
期
に
於
け
る
保
険
機
構
自
費
容

第
五
十
巻

九
六

策

鵠

九
六

最
後
に
ポ
ツ
ツ
グ
ム
政
府
の
答
申
が
九
月
三
十
日
忙
到
着
し
た
。
と
れ
も
六
十
八
項
目
に
及
ぶ
詳
細
且
つ
根
本
的
友
意
見
書
で
あ

っ
た
が
、
内
容
は
大
鐘
ケ

i
-一
ヒ
ス
ペ
ル
ク
政
府
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
っ
た
。
先
づ
、
法
案
に
於
け
る
組
合
の
統
合
に
よ
っ
て
新
し

く
生
れ
る
組
合
は
徐
り
に
主
擦
大
さ
れ
過
ぎ
た
事
業
範
闘
を
も
っ
己
と
に
た
り
は
し
な
い
か
と
の
警
昔
を
興
へ
、
と
れ
に
封
す
る
自

己
側
の
窓
見
と
し
之
、
組
合
の
事
業
範
園
は
危
険
の
種
類
・
程
度
に
膝
巳
て
と
れ
を
分
つ
寸
苦
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
都
合
と
間
合
、

ま
た
は
、
同
じ
く
都
曾
で
も
大
都
合
ム
」
小
都
合
ー
と
の
間
に
は
避
け
難
い
本
質
的
た
危
険
の
相
遣
が
横
っ
て
ゐ
る
。
組
合
の
統
合
は
と

の
本
質
的
相
違

E
無
硯
し
ゃ
う
左
ず
る
も
の
で
あ
る
。
と
主
張
し
、
攻
に
、
等
級
保
険
料
制
度
に
つ
い
て
は
そ
の
必
要
と
そ
の
確
立

の
困
難
さ
と
は
十
分
己
れ
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
改
草
案
の
そ
れ
は
杢
〈
都
合
加
入
者
に
不
常
の
負
捨
を
か
け
る
や
う
に
同
来

て
ゐ
る
さ
の
勤
L
7
1
a

ヒ
ス
ペ
ル
タ
組
骨
目
見
方
主
正
反
劃
で
あ
あ
)
ゆ
ゑ
、
賛
同
致
し
難
い
。
更
K
、
新
法
案
は
再
建
義
務
を
売
除
す
る

と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
己
れ
は
促
災
毎
に
家
庭
教
を
減
少
せ
し
め
る
傾
向
に
導
〈
。
己
の
傾
向
は
曜
に
一
般
枇
曾
経
済
問
題
か
ら
だ

け
で
た
く
軍
事
的
閥
係
上
特
に
由
々
し
い
問
題
を
惹
起
す
虞
が
あ
る
。
同
様
の
趣
旨
か
ら
新
法
案
が
保
険
債
額
未
満
の
保
険
金
舗
の

取
極
め
を
許
容
し
て
ゐ
る
の
も
安
常
で
な
い
。
亡
の
ほ
か
、
ポ
ヴ
ツ
ダ
ム
政
府
は
、
保
険
料
徴
収
手
続
・
建
物
評
価
問
方
法
・
兎
貰
歩

合
・
組
合
管
理
事
務
機
械
等
に
つ
き
一
々
詳
細
左
批
判
を
典
へ
夫
々
封
立
ま
た
は
修
正
意
見
を
陳
べ
て
ゐ
る
抗
、
更
に
ま
た
、
丁
度

ケ
1
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
政
府
が
な
し
た
と
同
ビ
や
う
に
、
現
場
権
常
者
の
意
見
を
参
考
に
供
し
た
い
と
て
、
ク
ー
ル
マ
ア
ク
地
方
火
災

保
随
組
合
理
事
長
ホ
ス

(
4
5目
)
氏
の
ケ

1
ラ
ア
改
革
案
批
判
を
本
答
申
書
に
添
へ
て
送
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
も
亦
、
改
革
案
に
封

す
る
頗
る
峻
厳
友
反
針
的
態
度
を
露
は
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
例
へ
ば
、
改
革
案
に
於
て
は
、
従
来
の
火
災
保
険
施
設
は
徐
り
に

も
小
規
模
の
組
合
に
分
立
さ
れ
過
ぎ
て
ゐ
る
か
ら
被
保
険
者
へ
白
給
付
干
支
梯
が
困
難
ま
た
は
屡
々
不
能
に
な
る
と
言
っ
て
ゐ
る
け

Schmidt， s. 317-324 5) 



れ
E
も
、
己
れ
は
み
{
〈
正
し
く
た
い
。
と
の
や
う
た
非
難
は
吾
三
賀
際
捨
賞
者
の
誰
に
も
晶
画
て
は
ま
ら
た
い
。
少
〈
と
も
ク
ー
ル
マ

ー
ク
州
管
純
一
合
に
於
て
は
さ
う
で
あ
る
。

一八

O
六
年
の
不
幸
在
る
戟
守
の
初
ま
る
ま
で
営
組
合
は
規
律
正
し
く
且
つ
迅
漣
に
損
害

の
填
補
に
嘗
っ
て
ゐ
て
文
排
を
後
ら
し
た
こ
と
た

E
は
一
週
も
左
い
。
更
に
、
従
来
白
建
物
は
危
険
程
度
に
著
し
く
均
衡
を
失
し
て

附
保
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
の
亡
と
で
あ
る
が
、
自
分
た
ち
は
そ
り
ゃ
う
た
問
題
で
保
険
契
約
者
か
ら
一
度
も
苦
情
を
持
込
ま
れ
た
己
と

注
ど
な
い
。
却
っ
て
、
改
革
案
が
合
理
的
た
も
の
と
し
て
示
し
て
ゐ
る
等
級
保
険
料
率
己
そ
杢
く
一
方
の
側
に
の
み
立
ち
都
舎
の
事

一
一
言
一
句
み
友
ひ
ど
い
反
抗
的
態
度
を
表
面
に
現
し
て
ゐ
旦
判
。

情
を
全
く
無
硯
ず
る
不
合
理
友
作
成
で
あ
る
。
等
々
、

J¥ 

か
ゃ
う
応
州
政
府
や
組
合
業
務
捨
賞
者
た
ち
か
ら
の
答
巾
は
プ
ロ
シ
ヤ
政
府
陀
と
っ
て
一
般
に
不
利
で
あ
っ
た
が
、
併
し
、
そ
の

車
純
注
高
座
的
乃
至
反
抗
的
態
度
か
ら
出
売
批
判
を
別
と
す
れ
ば
、
改
革
案
の
包
由
概
す
る
依
陥
を
衝
い
て
ゐ
る
鮪
も
あ
り
、
従
っ
て

プ
ロ
シ
ヤ
政
府
営
局
者
に
針
し
或
る
問
題
一
で
は
確
に
反
省
の
機
舎
を
興
へ
た
白
で
あ
る
。
い
ま
、
こ
れ
を
草
案
者
の
ケ

l
ラ
ア
の
立

揚
に
つ
い
て
見
る
も
、
彼
は
一
八
一
六
年
六
月
三
十
日
彼
の
長
官
に
提
出
し
た
る
費
書
に
於
て
、

「
州
政
府
及
び
組
合
理
事
長
ら
の

反
射
意
見
を
検
討
し
そ
の
申
出
で
た
る
修
E
個
所
の
う
ち
今
後
の
改
革
に
つ
い
て
本
質
的
た
る
も
の
あ
ら
ば
己
れ
を
用
ひ
た
い
川
」
と

建
べ
て
ゐ
る
担
保
で
あ
り
、
例
へ
ぽ
、
組
合
の
統
合
に
闘
し
で
も
、
彼
は
彼
自
提
案
せ
る
組
合
事
業
範
囲
を
必
宇
し
も
先
杢
と
は
考
へ

-
下
計
葺
を
溌
更
し
で
も
い
弘
、
と

3
へ
思
っ
た
。
即
ち
、
彼
は
、
州
政
府
の
意
見
世
幾
分
趨
格
た
も
の
と
息
ひ
、
都
合
と
田
舎
と
を
統

合
す
る
揚
合
に
は
、
各
政
府
別
に
夫
々
組
合
を
設
立
し
た
く
て
は
た
ち
た
い
。
ま
た
、
同
一
州
に
し
て
も
歯
該
地
域
に
一
般
的
た
建

築
株
式
に
従
ひ
、
例
へ
ば
、
大
都
市
の
た
め
の
組
合
、
小
都
市
の
た
め
の
組
合
、
村
落
の
た
め
の
組
合
と
い
ム
如
〈
数
個
の
組
合
を

r
イ
ッ
封
建
制
末
期
に
於
け
否
保
険
機
構
の
狸
容

第由

競

九
七

第
五
十
巻

九
七

Sch皿 idt，S・324-327・
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V
イ
ツ
封
建
制
末
期

ι於
け
る
保
険
機
構
白
麗
容

第
五

I
巻

九
l¥ 

告書

盤

九
八

建
設
し
友
く
は
な
ら
ぬ
だ
ら
号
、
と
・

E

中
九
億
ポ
ツ
ツ
ダ
ム
州
政
府
の
意
見
に
近
い
考
へ
方
を
示
ず
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
・

改
革
は
賓
際
に
は
容
易
に
賓
現
に
向
は
な
か
っ
た
り
と
の
揚
合
、
ハ
ル
デ
V

ベ
ル
ク
が
一
八
一
一
年
に
抱
い
て
ゐ
た
ゃ
う
在
強
い
火

災
保
険
組
合
改
革
熱
を
そ
の
ま
L
堅
持
し
績
け
て
ゐ
た
れ

E
う
か
は
遺
憾
乍
ら
知
る
由
が
な
い
が
、
最
初
か
ら
本
問
題
に
直
接
関
係

し
て
ゐ
た
内
務
犬
臣
V

ユ
?
ク
マ
ン
止
顧
問
官
ケ

1
ラ
7
と
は
.
改
革
案
の
根
本
法
則
は
不
動
の
も
の
と
し
、
可
及
的
に
己
の
線
に

沼
ふ
ペ
く
そ
の
後
の
永
い
問
責
際
運
動
に
首
り
、
賃
忙
幾
多
の
苦
辛
を
沸
ひ
輩
力
し
た
。
併
し
、
反
射
側
の
組
合
捨
笛
者
ら
に
於
け

る
歴
史
的
所
産
や
慣
習
や
に
封
ず
る
頑
迷
一
夜
間
執
と
、
公
共
の
踊
利
の
た
め
に
私
益
を
犠
牲
に
供
す
る
襟
度
の
狭
小
な
る
こ
と
h

に

ー
っ
て
、
組
合
改
革
は
著
し
て
手
間
取
b
断
乎
た
る
寅
行
を
屡
々
阻
ん
だ
の
で
あ
ふ
。
プ
ロ
シ
ヤ
園
一
般
火
災
保
険
組
合
法
と
州
火

災
保
険
組
合
法
と
が
議
舎
に
提
出
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
貨
に
十
数
年
も
経
過
し
た
後
の
と
と
で
あ
っ
ゎ
。

併
し
、
た
と
へ
多
く
の
困
難
を
件
っ
て
ゐ
た
と
は
い
へ
、
個
人
自
由
主
義
的
合
理
主
義
思
想
白
護
展
と
こ
の
思
想
を
蝉
現
し
て
客

観
的
忙
登
揚
し
た
イ
ギ
リ
ス
流
の
動
産
保
険
制
度
の
ド
イ
ツ
に
於
け
る
進
展
と
は
ぷ
品
局
者
の
貴
い
努
力
左
相
倹
っ
て
.
各
組
合
に
於

け
る
封
建
的
た
「
無
数
の
不
完
全
・
反
目
的
性
・
矛
盾
・
(
時
と
し
て
は
)
荒
唐
無
稽
」
を
吹
第
に
修
正
撤
回
し
て
、
改
革
は
徐
々
に
そ
の
成

果
を
表
面
に
現
す
や
う
に
た
っ
売
。
い
ま
、
己
れ
を
概
観
す
る
に
、
先
づ
、
保
険
強
制
は
、
若
干
の
都
市
経
替
組
合
(
ベ
ル
リ
シ

4
1

畠
ヒ
ス
ペ
ル
ク
・
ス
テ
ッ
チ
ン
・
プ
レ
ス
ラ
ウ
等
)
を
例
外
と
し
て
、
プ
ロ

V

ヤ
の
火
災
保
険
組
合
の
大
部
分
に
於
て
撤
廃
さ
れ
た
ロ
市
北
に
、

等
殺
保
険
料
制
度
は
主
と
し
て
地
方
の
各
組
合
忙
於
て
貨
に
種
々
各
様
で
は
あ
っ
た
が
、
三
級
乃
至
九
級
制
を
と
っ
て
愈
々
樹
立
賞

施
さ
れ
る
K
到
っ
た
。
そ
し
て
、
組
合
の
統
合
、
と
れ
は
最
も
後
れ
て
等
ろ
十
九
世
紀
後
半
に
入
っ
て
貨
に
大
規
模
に
展
開
さ
れ
て

ゐ
る
。
己
れ
が
た
め
に
貨
に
約
一
一
白
汽
十
心
新
出
律
主
た
は
改
正
法
が
制
定
さ
札
た
程
で
あ
る
品
己
れ
ら
の
改
革
ま
た
は
設
展
に
つ

SchmirH， S. .130. 
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い
で
D
考
察
は
い
づ
れ
他
の
溜
営
た
機
品
目
に
譲
り
、
己
主
で
は
紙
面
の
都
合
上
こ
れ
以
上
の
絞
惑
を
拙
吐
け
た
い

e

か
や
う
に
、
ハ
ル
ヂ
ン
ベ
ル
タ
の
啓
蒙
的
企
闘
を
有
力
な
機
舎
と
し
て
起
っ
た
下
イ
ツ
公
営
火
災
保
険
組
合
の
改
革
は
、
そ
れ
が

勝
豪
的
で
時
流
に
先
ん
じ
ナ
一
ゐ
た
泣
け
そ
れ
だ
け
、
そ
の
途
上
に
幾
多
の
困
難
に
遭
遇
し
た
け
れ

E
も
、
そ
の
後
は
徐
々
乍
ら
愛
展

を
辿
っ
て
〆
行
っ
た
。
が
、
要
す
る
に
そ
れ
が
封
建
的
機
構
か
ら
個
人
主
義
資
本
主
義
的
機
構
へ
の
護
展
過
程
に
於
け
る
中
間
的
存
在

と
し
て
の
意
味
を
も
っ
ぺ
〈
運
命
づ
け
ら
れ
て
ゐ
た
限
り
忙
於
て
、
玩
に
、
首
然
の
こ
と
L

し
て
、
二
つ
の
大
雪
在
問
題
を
そ
の
う

ち
に
含
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
一
日
、
愛
展
し
た
る
公
営
火
災
保
険
組
合
が
い
ま
や
私
的
保
険
合
枇
と
激
し
い
競
争
に
入
る

。

ペ
〈
約
束
づ
け
ら
れ
て
ゐ
た
と
い
ふ
と
と
で
あ
っ
て
、

と
の
問
題
は
爾
後
今
日
に
到
る
も
現
に
た
ほ
多
〈
白
困
難
を
提
供
つ
?
あ

そ
そ
の
一
一
は
、
資
本
主
義
が
生
成
過
程
に
あ
る
と
き
と
そ
、
私
器
保
険
が
霊
長
e
d
れ
、
反
封
K
、
公
替
保
険
が
多
く
の
非
難
忙
も

甘
じ
左
〈
て
は
怒
ら
廷
か
っ
た
が
、
資
本
主
義
粧
摘
が
い
ま
や
高
度
設
展
の
段
階
に
入
り
そ
れ
白
樺
矛
盾
を
曝
露
し
始
め
る
と
、
今

度
は
、
木
来
個
人
主
義
的
自
由
思
想
に
基
い
て
出
て
来
た
と
と
ろ
の
私
皆
保
険

ι封
し
て
激
し
い
反
動
の
繋
が
あ
が
り
、
却
っ
て
、

会
皆
保
険
組
合
と
そ
最
も
望
ま
し
い
形
態
で
あ
る
と
の
反
動
的
議
論

E
生
む
や
う
に
在
っ
た
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。

一
八
八
一
年
白

ア
ド
ル
フ
・
ワ
グ
ナ
7
の
保
険
国
替
論
は
と
の
目
隔
週
例
で
あ
っ
て
、
披
は
賀
に
そ
の
寅
詮
的
根
擦
を
公
管
火
災
保
険
組
合
の
統
計
資

料
に
求
め
、
そ
の
結
論
と
し
て
滋
的
保
険
曾
枇
組
織
や
等
級
保
険
料
制
度
ゃ
に
謝
し
て
紋
の
岡
山
張
刷
曾
主
義
的
立
場
か
ら
杢
〈
痛
烈

左
非
難
の
撃
を
浴
せ
か
け
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
で
、
己
の
ワ
グ
ナ
ア
的
な
立
揚
か
ら
の
己
の
問
題
も
亦
、
表
面
は
今
日
の
ナ
チ
ス
経
済

に
於
で
は
止
揚
さ
れ
悲
し
て
ゐ
る
と
は
守
口
は
れ
つ

L
、
な
ほ
、
活
正
保
険
料
率
の
問
題
友
ど
に
闘
聯
し
て
、
決
し
て
杢
面
的
解
決
を

見
十
越
さ
れ
た
る
重
要
友
問
題
と
し
て
吾
々
に
一
市
さ
れ
て
ゐ
石
の
で
あ
る
q

t

ド
イ
沙
封
建
制
末
期
に
於
け
る
保
険
掛
構
の
麗
容
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